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武蔵野市高齢者福祉計画・第８期介護保険事業計画策定委員会（第４回）会議要録 

 

○ 日時     令和２年８月 26日（水） 午後６時 30分～午後８時 25分 

○ 場所     武蔵野市役所東棟６階 601会議室 

○ 出席委員   山井理恵（委員長）、久留善武（副委員長）、那須一郎、谷口勝哉、 

佐藤博之、武田美智代、竹森利恵、川鍋和代、磯川和夫、島田豊文、 

冨岡昌世 

○ 欠席委員   なし 

○ 事務局    健康福祉部長、高齢者支援課長、相談支援担当課長、地域支援課長、障害

者福祉課長、福祉公社常務他 

 

１ 開会 

 

２ 議事 

（１） 第３回策定委員会資料に係る意見・質問に対する回答【資料１】 

【委 員】  資料１の 13番、論点０（ウィズコロナ、ポストコロナに対する取り組み）に関し

て、前回も提示したが、コロナウイルス感染症の拡大がいつ収束するか分からない

ため、それを考慮しつつ見直し・検討を進めるべきでないか。 

 端的に言えば、コロナ禍におけるフレイルや孤独死などの実態の検証をしてみる

必要があるのではないか。そのようなことをして今後のやり方としてはどうすべき

か検討する必要がある。 

また、仮に新型コロナウイルスで無症状の感染者が出たときの対応として、自宅

待機するのか、別の場所で待機するのか、病院に入るのかというところまで、対応

策を用意しておいたほうがいいのではないのか。 

 

【委 員】  コロナウイルス感染症に関しては、まず医師会のほうでどのように対応している

かといえば、５月から市役所と、それから市内の医療機関で共同して PCR 検査セン

ターを立ち上げ、かかりつけ医の先生が、検査が必要と判断した方に対して検査を

行うことにしている。また、唾液式の PCR 検査を手上げした医療機関で開始するこ

とになったため、市役所と協働して、どこの医療機関で実施するかなどを公開する

予定である。また、多摩地区における軽症者の宿泊施設は八王子のホテルになって

おり、医師会の会員である医師が交代で行って診療している。 

ただし、実際には今後の予想が難しく、先ほど挙げたホテルも６月ぐらいには空

室が多かったのが、７月はもう満床になった。資料２の 36ページに、アンケートの

自由記載での回答にもある通り、深刻に高齢者が悩み、不安を抱えていることが分

かる。そのため、約半年単位の方針で、市役所でシナリオを作成し、具体的なこと

を決めていけなければならないと考えている。 

 

【委 員】  歯科医師会では、こちらの委員会に関わるものとしては２事業を実施している。 
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まず１つ目は、健康課からの委託事業で「歯つらつ健康教室」を行っている。平

成 19年４月から実施しており、介護予防事業の一環として口腔機能向上のプログラ

ムを設けている。口腔機能検査、咬合力検査、咀嚼機能検査を行い、口腔周囲機能

の向上、嚥下機能の向上を目的としたプログラムと栄養指導、口腔ケア指導を行う。

実施後には再度検査を行い、全６回の教室で年３回、保健センター、ゼロワンホー

ル、スイングホール等々の各所で実施している。今後のコロナ禍でどのようにして

いくかについては、ただ口腔機能の向上だけでなく全身の機能も連動しているとい

う考えから、全身の機能向上を目的として既存の介護予防教室と連携したいと考え

ている。そのために、具体的には各教室のスタンプカードの導入や、各教室のプロ

グラムが介護予防のために連動している内容について考えていく必要がある。口腔

機能、嚥下機能のみならず、全身のフレイルの予防として実施していきたい。 

 もう１つは、平成 29年４月より、高齢者支援課からの委託事業で「摂食嚥下支援

事業」を行っている。吉祥寺ナーシングホームを軸として、ゆとりえ、武蔵野館、と

らいふ武蔵野を加えた市内４施設で月１回カンファレンスを行っている。事前カン

ファレンス、ミールラウンド、そして事後カンファレンスを行って評価していく仕

組みである。 

しかしながら、現在新型コロナウイルスの関係で２施設が事業を中止している。

嚥下に関して問題がある入所者もみられる中、われわれの専門的な評価と指導はな

く、新型コロナウイルスという感染以外にも窒息や誤嚥性肺炎などで生命の危機に

さらされていると言っても過言ではない。今後の対応として、具体的にはリモート

ミールラウンドというものを検討している。通信機器や嚥下補助機器、専門的な施

設職員の教育も必要であり、すぐにというわけにはいかないが、今後そのようなこ

とも検討していくべきではないかと当会としては考えている。 

 

【委 員】  薬剤師会として特にコロナに対しての独自の活動というのは行ってはいないが、

外出を控えている方に対しての薬をお持ちしたり、郵送したりするという対応を検

討している状況である。 

 

【委員長】  新型コロナウイルスの影響で、様々なサービスが中止、縮小になったため、恐ら

くそのことで例えばフレイルのリスクも上がっている。その中でまた介護予防を再

開するにはどのようにするべきか、特にそれは要介護度によってできることも違っ

てくるため、主にケアマネジャーの方や、そういう在宅サービスを提供している委

員の方で、今回のコロナの影響や今後の介護予防の在り方などについてご意見があ

ればいただきたい。 

 

【委 員】  利用者の中で、このコロナの感染予防のためにサービスの利用を控えるというの

は実際に起こっており、緊急事態宣言が出ていたときよりも、むしろ 2020年８月現

在のほうが、いつどこで感染するか分からないという危機感が、利用者や我々にも

ある。デイサービスなどは始まってはいるが、予防を徹底しているものの、回数を

減らし、利用を控えている。武蔵野市はひとり暮らしの方が非常に多いので、コミ
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ュニケーションも少なく、精神的にも内向きになっている。 

 実際、特に高齢者の方なので外に買い物に行くことさえ控えているという方も多

いので、この後の、これから先の要介護度や生活面にも影響があると考えている。 

  

【委 員】  デイサービスの送り出しとかお迎えは訪問介護が担うところがあるが、デイサー

ビスに行くことが出来なくなった方で、もう何カ月もずっと引きこもり状態の方も

いると聞いている。 

 われわれとしては、コロナウイルス感染症以上に閉じこもりによって認知症が進

行し、精神的な病気に罹ることが非常に心配である。さらに今年の８月の天候は猛

暑なので、熱中症も危惧される。エアコンを付けるようにとスタッフが促している

が、高齢の方はエアコンの利用を拒否される方が多いため、家の中にある危険性と

いうのはより一層注目して取り上げたほうがいいのではないか。 

 

【委 員】  武蔵野市の感染者の発生時期は、明らかに６月までと７月１日以降の数字の出方

が変わっているなか、市や専門家がどのようにこの状態を見ているのか。何が起き

ているのかというのが、実は我々としては全然分からない。そのことについて、市

や専門家の方から、市民に対して何か情報発信をしているかという点を伺いたい。 

 

【事務局】  今、委員からの指摘があった通り、武蔵野市内も 100 名を超える感染者数が出て

いる。新聞報道等でも報じられている通り、PCR検査を受けられるようになって、感

染者数の数がより明確になってきたというところは、武蔵野市だけでなく、東京都

全体に当てはまる。この状況を市として分析をしたことを、市民の方に周知する点

は若干足りていないところもあるかもしれないが、所管の健康課も含めて、今後の

施策の参考にさせていただきたい。 

 

【委 員】  実際はコロナウイルスの感染者の現在の状況を判断するのは非常に難しい。患者

を受け入れている病院の先生にお伺いしても、病院の先生ごとに持たれているイメ

ージも異なっている。軽症かどうか、それをどのように解釈していくか、難しいが、

厚生労働省のホームページを見て、それで判断をするしかないと患者さんに助言は

している。 

 

(2) 武蔵野市独居高齢者実態調査結果の概要について【資料２】 

事務局より、「資料２ 武蔵野市独居高齢者実態調査報告書」について説明。 

 

【委員長】  今回の武蔵野市独居高齢者実態調査のような調査の場合、通常では民生委員の方

や専門職、ケアマネジャーの方が訪問調査を実施している。今回は郵送であったが、

調査方法を変化させたことによる影響というのは何か考えられるか。 

 

【事務局】  ３年に１回の民生委員の改選時に行っていた訪問調査が今回は郵送調査になった。

今回調査の回収率が 85.0％で、前回調査の回収率（92.1％）からやや下がっている。



4 

 

調査の協力等については、前回よりも回収率が上がっていたが、新型コロナウイル

スの影響を把握しきれたかどうかは、引き続き未回答調査でさらなる分析が必要と

考えている。 

 自由回答欄に、民生委員とお話をしたいといった声もあり、やはり一定、この３

年に１回の調査の中で独居の方が民生委員とのつながりを持っていたというところ

が改めて認識できた。もしよろしければ、民生委員さんの方からもまたお話を聞か

せていただければ、事務局としても、また３年後の調査に向けて非常に参考になる。 

 

【委 員】  実際、私のところにも電話があり、担当地域の中で今回初めて調査対象に該当さ

れるという方が、これを機会に一度お会いしたかったということだった。初めて調

査対象になった方、初めて担当の民生委員になった方がいて、自分のこれからの生

活に何か関わってくるということが認識されて、会いたい、もしくは名前や連絡先

を知りたいというご要望があったというふうに思っている。それ以外にもやはり３

年に１度、特に変わりはないが、必ず調査に行くというお宅もあるが、他方、訪問

したのは１回きりでその後は一度も行ったことがないという方もいる。 

 

【委 員】  私も民生委員を務めており、面談を開始しようとしたまさにそのときにコロナウ

イルスの問題になり、予定していた面談が中止になった。コロナウイルス感染症に

よって、接触が出来なくなると、われわれとしては手の出しようがない。 

 その他、防災関係で、要援護者対策事業というのを市が実施している。つまり、

災害が起きたときに自分を支援してほしい、援護してほしいと申し出る方がいて、

その人に対して支援をする作業も民生委員が担当しているが、現在、やるべきこと

ができない。会えたとしても距離をとるということになる。 

 

【副委員長】 データの分析でお願いしたいのは、例えば、資料２の報告書本体の 29ページをご

覧いただくと、心配ごとなどの相談相手の有無のところに、相談相手がいない方が

男性 17.0％、女性 4.2％で、男女の違いが明確に出る。独居老人の調査をすると、

全国的な傾向と似通う。男性と女性の思考なり価値観が違うので、独居で調査をす

ると、男女比が明確に出る。32ページでは、介護が必要となった時の住まいの住み

替えについて「特に考えていない」という回答は男性は 27.1%、女性は 13.1%で、男

女によって違う。よって、男性に対するアプローチと女性に対するアプローチは違

うので、一緒に施策は論じられず、非常に細かく分析をしていく必要がある。この

概要の中ではそう触れられていないが、今後、男女比については少し着目をして分

析をするべきではないか。 

 

【委 員】  今ご指摘のあった男女差の問題について、明らかに男性は、現役を離れてからの

生活が難しい。結局、自分の居場所を見つけられずに、取りあえず年金で生活はで

きるにしても、地域の中にも入れない人がいる。そのため、地域社協という形で地

域の福祉の会にたまたま関わっているが、その中でも男性向け、居住地区の比較的

高齢で現役を離れた男性に向けてのメニューを考えようとしている。 
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【委 員】  今、副委員長のほうでお話いただいた件について、資料２の 32ページ、介護が必

要になった時の住まいというところ、そのデータだけを見ると、現在のところでず

っと住み続けたいという人が多いように見られる。自分の経験上では、みんな住ま

いを変えたいが、家賃が高すぎて入れない、そういう声が多い。居住している住居

が持ち家なのか賃貸なのかによって、分析をする必要があるのではないか。 

 

【委員長】  一人一人の自由記述はよほど熱心な方でないと記入しないため、そういったとこ

ろは民生委員やケアマネジャーのフェースツーフェースのコミュニケーションによ

って意見を聞くことで、より詳細な例が出てくるのではないか。 

 

(3) 武蔵野市高齢者福祉計画・第８期介護保険事業計画の骨子（案）について【資料３～６】 

事務局より、「資料３ 武蔵野市高齢者福祉計画・第８期介護保険事業計画の骨子（案）」、「資料

４ 施策の体系について（イメージ案）」、「資料５ 論点から導き出される個別施策（案）」、「資

料６ 第８期介護保険事業の基本的方向性について（案）」について説明。 

 

【委員長】  資料３の 12 ページの「図表４ 2025 年に向けて武蔵野市が目指す“高齢者の姿

とまちづくり”」で、支えとなる「高齢者を支える人材の確保・育成」は非常に重要

である。それについての質問であるが、まず、今回「武蔵野市介護職・看護職Ｒｅス

タート支援金」を作り、潜在的な有資格者にフォーカスを当てた。一方で、介護の

仕事はやりがいがあり、最近は労働条件もかなりよくなっているということがある

ので、若者に介護の仕事の魅力を発信するとよいのではないか。例えば、ドラマや

映画を活用したり、小学校の総合学習などで介護や福祉についての話をしたりする

機会があることで、子どもの頃から福祉に関する仕事に関心を持ってもらえると良

いのではないか。 

 また、特に最近は 8050問題に象徴されるように、ニーズが複雑化した、いわゆる

多問題家族が非常に増えており、基幹型地域包括支援センター等で支援を行ってい

る。次年度から社会福祉士教育が変わり、実習も複数の領域で行うこととなるなど、

クロスオーバーな領域に対応できる社会福祉士が増えてくると思われる。このよう

な専門職を採用できれば、複雑化したニーズにも対応できるのではないか。 

 

【事務局】  例えば現在、小中学校に向けても認知症サポーター講座を行っているが、もう少

し幅を広げて、介護の仕事のアピールができればと感じている。 

 また、基幹型地域包括支援センターに正職員で専門職を採用できれば望ましいが、

本市の人事部局の方針としては、専門職については財政援助出資団体からの派遣職

員や会計年度任用職員で対応することになっている。行政職員として企画・立案の

視点を持った専門職を正職員で任用したいという考えは持っているので、今後とも

引き続き、人事部局とも調整しながら検討していきたい。 

 

【委 員】  小中学校以外にも、大学のインターンシップで、学生とつながるようにするとい
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うことは考えているのか。 

 

【事務局】  大学生が市役所に来て、健康福祉部でテンミリオンハウスなどの就業体験・実習

をすることがある。参加者は大学で社会福祉を専攻している学生が多いと考えてい

るが、参加のきっかけとしてテレビの影響も大きい。大学生については、今後既存

の就業体験をどのように発展させるかについて、人事課とも意見交換をしていきた

いと考えている。子どもたちが福祉の仕事をすることの意義を体験できるような仕

組みが求められていると考えている。 

  

【委 員】  インターンシップを活用すると、うまく採用できる可能性がある。どの大学で行

うのかなど、もう少し具体的に行動する必要があるのではないか。 

 

【事務局】  市内の大学の授業の一環で、武蔵野市の特徴的な取組みであるテンミリオンハウ

スを授業のテーマに取り入れてもらったことがある。学生に福祉に興味を持っても

らうきっかけづくりになったと感じており、こうした取組みも活用しつつ、裾野の

拡大に努めていきたい。 

 

【委 員】  レモンキャブの協力員について、最近は小学生の子どもがいる母親など、年齢の

若い方もいる。その子どもがレモンキャブの絵を描いて、学校で掲示されることな

どを通じて、武蔵野市にレモンキャブという福祉車両があることを知ってもらう機

会になっている。 

若い世代のボランティアが中心となり、お祭りの会場にレモンキャブを置こうと

いう話もあって、より多くの方に知っていただく機会があれば良いと考えている。 

 また、フレイルに関して、レモンキャブの利用者の中で、持病をお持ちの方や透

析を受けている方は、コロナウイルス感染症で重症化しやすいため、外出がしづら

くなっており、病院から自宅までの外出しかできていない。外出自粛で体力が衰え、

モチベーションも下がっている中で、相談も出来ないという場合に、トレーナーを

個人で雇うしかないのではないかといった状況となっている。 

 

【副委員長】 先ほどの委員の発言に関連して、第六期長期計画の 114 ページで人材について言

及している。基本施策５として、組織の活性化において最重要となる経営資源は人

材である、市役所でもやはり職員をきちんと採用していくべきだろうという点から

かなり議論をした。 

 これまでの地方行政職員は基本的に総合職だった。それを人事で回しながらいろ

いろなことを経験させていくという養成方式をとってきている。しかし、さまざま

な分野が専門分化していくと、専門職の必要性が高まってくる。 

 ただ、医師や看護師、薬剤師等が入らなければならない特別な場合を除き、総合

職の中でいかに専門性を高めていくかという視点の議論も行った。その結果、現在

の長期計画の 114ページの記載となった経緯がある。 

 また、新型コロナウイルスは従来なかったものであるため、注意が向けられがち
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であるが、新型コロナウイルス以外にも危険はある。平成 30年のデータでは、熱中

症の死亡者数は全国で 1,581 人、うち 1,288 人が 65 歳以上、実に 81.5 パーセント

がお年寄りである。また、新型インフルエンザの死亡率は、新型コロナウイルスの

死亡率より高い。 

熱中症のようにデータが明らかなものは非常に対応しやすく、高齢者に対して、

熱中症予防のため外出を控えるように言うことができるが、新型コロナウイルスの

場合には、まだはっきりとしたデータが出ていない。そのような中で、高齢者施設

をロックダウンしたことで、医療崩壊につながらなかったことは明らかである。た

だ、それをいつまで続けるのかという問題があり、ここには経営、フレイル、利用

者や家族のストレスの問題が絡んでいる。薬もワクチンもできていないという現状

は、新型コロナウイルスが発生してから何も状況は変わっていない。 

したがって、本計画については、熱中症、新型インフルエンザ、新型コロナウイ

ルスを含む多方面の対応を念頭において文言を検討すべきではないか。 

 また、資料３の 29ページで、引きこもりについて言及されている。従来の引きこ

もりは、長期間自宅などから出られず自宅外での生活の場がない状態を指している。

しかし、昨今の引きこもりは状況が変わってきており、従来のひきこもりに加えて、

会社の雇用がストップして就業できず、外出したくても出来ない方が増えている。

これは従来の福祉施策の対象者ではなく、必ずしも精神保健的なアプローチを必要

としている訳でもないので、従来施策では救いきれない。現場ではこのような問題

も発生しており、どのようにアプローチするかが重要ではないか。 

 資料３の 30ページも同様で、ひとり暮らしのところで、例えば高齢者と障害者の

世帯や、高齢者の夫婦のみ世帯であっても実態としてはもう独居と変わらないよう

な世帯、子どもとも暮らしているが、子どもが仕事のため実際は独居状態の高齢者

といった方々の支援が必要になってきているのではないか。 

 

【委 員】  リーマンショック前は深刻な人手不足で、介護職を募集しても全く応募がなかっ

た。しかしながら、リーマンショックが来た途端に、介護職員の志望者が殺到した。

コロナウイルス感染拡大の前はやはり人手不足であったが、2020年３月から状況が

変わり、飲食店、ホテル業界など様々な業界から問い合わせがあり、求人について

は比較的安心できる状況にもなりつつある。ただ、景気に影響されて就職した方は、

その後定着しないケースもある。 

 他方、長年介護職を続けていた方が、コロナウイルスを危惧して離職するケース

が出てきている。武蔵野市の介護職の方は大体 10年・20年と、長年働いてきた方が

非常に多く、高齢化している。ただ、介護の仕事に対してやりがいを感じている方

が多いので、武蔵野市で就業を継続する際のメリットを提案していただきたい。既

に表彰をしているが、それ以外に、60代・70代になった職員たちを励まして、もう

１年、もう１年と長く続けていただける仕組みを作っていただきたい。 

 

【委 員】  介護について、小学生に向けて仕事の中身を紹介するというアプローチがあり、

それを大学生にもやったらよいのではないか。武蔵野市の場合、特に吉祥寺方面は
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東京の中でも都会的で、23区よりも下町的なつながりがない地域という印象がある。

最近、高齢者と子どもが交流できるような構造の施設も増えている中、特殊ではあ

るが、文京区で大学生を安い家賃で一戸建に下宿させ、高齢者の見守りをしてもら

う取組みも出てきている。武蔵野市も一戸建ての所有者が多く、かつ独居高齢者、

高齢者のみ世帯が多いので、空室がたくさんある。若者と高齢者が一緒に暮らすと

いう取組みも良いのではないか。 

 また、私はケアマネジャーになる前、全く別の業界にいた。なぜ武蔵野市で働き

始めたかというと、そのころ武蔵野市は非常に情報伝達が早く、優れたケアマネジ

ャーの教育システムがあり、他の自治体に比べても大変恵まれた環境で学ぶことが

できたからである。武蔵野市のこうした取組みのアピールをしていくべきではない

か。 

 

【委 員】  若年者を対象に、先ほどの介護職・看護職Ｒｅスタート支援を行うことや、小学

生、中学生に教育していくことは非常に重要なことだと思うが、実際に介護をされ

るということを身近に感じられるのは、介護を受けられる同年代か、ちょっと高い

世代の方ではないか。別の自治体でみられるように、例えばポイント制を導入し、

ボランティア等で貯めたポイントを自分が介護を必要とするようになったら使うこ

とができるといった取組みを、武蔵野市は検討しているのか伺いたい。 

 

【事務局】  武蔵野市では、シニア支え合いポイントという、65歳以上の方が地域活動、例え

ば施設で高齢者の話し相手になる、見守りをするといった活動をした場合にポイン

トが付与され、それが貯まると年度ごとにクオカードや地域の野菜券などに交換で

きる制度がある。武蔵野市は、以前からボランティア活動に積極的な地域ではある

が、さらにそこを発展させようという目的が一つと、こうした社会活動が介護予防

につながるところがあるため、あえて制度として位置付けた。これまで介護に接し

たことのない方もいるが、そのような方が介護の世界に興味を持って、少し関わる

ようになってくださることもあるのではないかと考えている。 

 

【事務局】  10年以上長く働いている方についてはケアリンピックで表彰している。もっとこ

ういったものがあると、より皆さんの前向きな気持ちに繋がるものがあれば、また

事務局のほうにもご提案いただき、こちらも参考にさせていただきたい。 

 

３ その他 

（次回以降の日程について） 

第５回 日時：10月 28日（水）午後６時 30分～、場所：武蔵野市役所 601会議室 

 

４ 閉会 

 

以上 


